
を放衆した2つの野生群の全個休標識識別を基礎に,

､餌付け招]間中と対比させながら人口学的研究を進めて

きた｡とくに本年度は自然環境下における出産率,初

産年令,若年死亡等に新知見を得た｡

2. 嵐山生息ニホンザルの個体群動態｡全個休に関す

る出産 ･死亡 ･離脱などの資料の収集と分析をおこな

.い,個休群動態解明にとりくんできた｡

3. 高崎山生息ニホンザルの個体群動態｡ポピュレー

ション･センサスとサンプル標識追跡によって,個体

.群構造の人口学的解析を進めてきた｡とくに本年度は

餌付け条件下における生命表の作成が試みられた (変

.異部門西部顕達と共同)｡

2) エチオピア高原におけるゲラダヒヒの社会生態学的

研究

大 沢 秀 行

.昭和48年皮の調査に引き続いて本年度も現地調査を継

続 し,兆田構成と行動域,生息地の食物生産立,採企丘
との灼係を追跡した｡

3) 村人犯.狩孤採某氏 ･遊牧民の生態学的研究

田 中 二 郎

ホミニゼーションの過程における生活様式と社会の改

元を目的として.狩m採袋民,遊牧民の生態学的研究を

行なっている (年報節5怨15只参照).昭和49･50年皮

にまたがる現地調査の成果を比較生態学的な観点からま

とめてきた｡

白山山皿における山村住民の調査を行ない,アフリカ

での調査との比較的な視点から考察したO

総 統

1) 小山直Ei樹 (1976):テナガザル斬｡別冊サイエンス

特災動物社会学,サルからヒトへ :78-910

論 文

1) Masui,KりY.Sugiyama,A.NisllimuraandH.

Ohsawa(1975):ThelifehistoryofJapanese

monkeysatTakasakiyama-Apreliminaryreport.

In CoTZLemPora′ツ PTJmaEology,S.Rondo.M.

KawaiandA.Ehara(eds.)Karger,Basel.pp.

40ト406.

2) Sugiyama.Y.andH.Ohsawa(1975):Lifehistory

ofmaleJapanesemacaquesatRyozenyama.In

Contemportz131Pl･Z'maEology.S.Rondo,M.Kawai

andA.Ehara(eds.)Karger,Basel.pp.407-410.

3) Ohsawa,H.and M.Kawai(1975):Social

structureofGeladaBaboons.ⅠnContemporary

prz'maEology,S.Rondo,M.KawaiandA.Ehata

(eds.)Karger,Basel.pp.464-469.

4) Koyama,N.,K.NorikoshiandT.Mano(1975):

PopulationdynamicsofJapanesemonkeysat

Arashiyama.InContemz･oraワ Pn'maEology,S.

Kondo,M.KawaiandA.Ehara(eds.)Karger,

Basel.pp.41ト417.

5) Norikosbi,K.andN.Koyama(1975):Group

shiftingandsocialorganizationamongJapanese

monkeys.InPror. Symp.5thCongr.InLeT.nat.

Pn'maE.Sol.,Nagoya,1974.Japan.Science

Press,Tokyo.pp.43-61.

学 会 発 表

1) 高崎山生息ニホンザルの個体群動態 (1)ポピュレー

ショ'ン･センサスに韮づく個体群構成の変化

増井広一 ･杉山事丸

西部顕逮 ･大沢秀行

罪22回日本生態学会大会 (1975)

2) 高崎山生息ニホンザルの個休群動態 (2)標識追跡に

よる個体群動態

杉山幸九 ･西部顕達

大沢秀行 ･増井沿一

節22回日本生態学会大会 (1975)

3) ゲラダヒヒのポピュレーション蛸成

大 沢 秀 行

節22回日本生態学会大会 (1975)

4) ニホンザルの出産率について

杉山率九 ･大沢秀行

罪20回プt)マチス研究会 (1976)

5) LifehistoryofmaleJapanesemonkeys.

Sugiyama,℃

14thInternationalEthologicalConference

(Pama)(1975)

6) 霊長類の行動様式と社会のしくみ

杉 山 串 丸

節3回日本医師会特別医学分科会 (1975)

7) グルーミング関係からみたニホンザルの血縁関係

小 山 直 樹

節29回日本人類学会 ･日本民族学会連合大

会 (1975)

生理研究部門

大沢 済 ･大島 折

目片文夫 ･林 正治

研 究 概 要

1) 体温調節反応の比較生理学的研究

大沢 済 ･目片文夫 ･庶 文江

各種サル類の寒冷,暑熱下における体温調節反応を比
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較し,楼息環境および系統との関係を考究する｡

2) ニホンザルの配皮nqi応に関する研光

火沢 折 ･E]JJl一文火 ･llX 文江
体温調節反応.ノルアドレナリン反応性.脂ff組成等
の季節的変化を調べる｡

3) エホンザル野性印における悲冷適応の研究

大沢 折 ･日片文夫･原 文江

霜冷多召地域に旺む志fTC郡について総合的な調正を

行っている｡

4) ニホンザル繋mmの牢筋性を決定する要因に関する

研究

大島 桁 ･林 基治

要因のうち,中枢機序がもっとも考え られ,そのう

ち,光一松果体一視床下部の経路が重要である｡現在で

は松果体性のメラトニンのみでなく,視床下部性の in-

dolamineと光,LH-RHとの関係も考慮に入れねはな

らず,ニホンザルの内因性の indolamineの効果による

変動,また投与による生苑1)ズムの変動の有佃を検討す

る｡

5) 分娩究来校序に関する研究

大 n rTl

分娩前後のサル血中 prostaglandin,oXytocin.pr0-

gesteroneを2時間mさに採血し.これらのホルモンの

分娩現象前後に於ける変動を測定し,分娩発朱にどのよ

うな役割を果たしているかを研究する｡

6) ニホンザル妊娠経過中の各種ホルモンの動腿につい

て

大EB 桁 ･林 基治

聾者らほすでに progesteroneが妊娠初期には他のマ

カク屈サルと同じようにMCGによる一過性の高値を示

すこと,また,妊娠50-60日以降は ヒトと全く異なっ

た低値を示すことを確かめている｡ このヒトに似ない

progesteroneの低値の要因を放討するために更に他の

ホルモンMCG,LIT.FSH,estrogen,MPLなどを測定

する｡

7) 卵管,卵巣,子宮の電気的活動に及ぼす各種ホルモ

ンの影野

大 島 清

従来,急性実験を主体として来たが,今年度からは,

位性的にTE桜を法宕して随時生理的環境下で記録して自

然用糊ならびにホルモンの影響などを調べる｡

8) 低温及び高温環境下に於ける子宮,卵符,TE気的活
動と血中ホルモンの動態について

大幻 約 ･原 文江

府柵等の体温降下により子宮活動が低下することは払

拭的に知られているO環境氾皮の急変により,下股m,

不恨乱 流超の芯起した報告もあり,群fTl氾皮が生払伐

f掛こ与える影巧は大きいと推測される｡人工先取虫に於

て環城温皮を低氾又は耶弧にしたときの子宮,卯口活軌

をTG穴的にuLL録すると同相こ,それと血申ホルモン動凹

との因果関係を解析する｡
9) ニホンザル文牢不妊Jnに於ける人工実相に阿する研

究

大缶 約 ･松柚的明

ニホンザルは毘牢に特有の紐月経,佃周期の不妊状態

となるが,この時糊にlIMG-ECGtherapyで排卵を誘

発せしめ冷凍保存又は採収駐後の精液によって人工受柿

を試みる｡成功すればニホンザルの年2度の妊娠が可能

となり自家繁殖休制を強化できる｡

10)ニホンザルの生砥リズムと卵巣,子宮,卵管の放細

構造に関する研究

大 島 清

流箔糊と文事不妊期,繋残期に於ける月経周期にとも

なう卵胞,子宮内膜.卵管内腔の微細構造の変化を走査

A,通過型の両TE子顕徴銃によって検討し,電気的活動

及び生化学的変化と比較する｡

ll)各柾サルの血管平沢筋細胞膜の電気的性質に関する

研究

目 片 文 夫

12)ニホンザル胎蛇性オキシトチナーゼの精製と性質

林 基 治

約m超ニホンザル胎盤よりオキシトシンを分解不活化
する節,穴 (オキシトチナーゼ)を地山,精製した.本酵

累は,妊坂時特穴的にヒトを含む苗等霊長類の血清に認

められる胎児由来のアミノペプチダーゼである｡この静

男存在下でのオキシトシンのラット子宮に対する生物活

性城少を詐しく枚討するとともにこの酵素の分子丘.基

ff特Tt･性,各種試薬の影響等を明らかにした｡更にオキ

シトシン分節過程の詳細について検討を進めている｡

13)ニホンザルの脳アミノペプチダーゼの精製と性質

林 基 治

現在 LHRH,FSIIRIi等 releasinghormone又,

オキシトシン等の脳内生理活性ペプチドの分解不活化に

脳内アミノペプチダーゼが関与する事が示されている｡

この種の酵素の生化学的諸性質を明らかにし,又その生

理学的役割を明らかにする為サル脳各部より抽山純化を

試みている｡又下垂休についても準m映討中である｡

総 税

1) 大沢折 (1975):氾皮適応.防沫科学 11(ll):1525

-1532

2) 大氏約 (1975):生刑生斑-3TT<yJlシl)-メ(9)臨

床科学 11(10):1403-1410.
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翰 文

1) Tokura,IL,F.IIara,M.Okada.F.Mekataand

W.011SaWa(1975):Thermoregulatoryresponses

atvarious ambienttemperatures in some

prlmateS.Ⅰn Contemporary PT･Z'matology,S.

Kondo.M.KawaiandA.Ehara(eds.)Karger,
Bascl.pp.171-176.

2) Nakajima,A川y.Manabe,M.Sakaguchi,K.

TauchiandK.Oshima(1975):ElectropllySiolo一

gicalstudiesonthemonkeyuterusinlabor.

InProc.SUMP.5thGong.Int.Primal.So(.,4091

417.

3) ⅠIayashi,M.,K.Oshima,T.Yamaji.and冗.Shh

maTPOtO(1975):LIilevelsduringvariousrepro-

ductivestatesintheJapanesemonkey(Macaca

fuscatafuscata).InConEemPol･al･yPrz'matology,

S.Rondo,M.Kawaiand A.Ebara (eds.)

Karger,Basel.pp.152-157.

4) Yamaji,T.,K･Shimamoto,M･Hayashi,andK･

Oshima(1975):Inductionofprolact王nreleaseby

thyrotropin-releaslng hormoneadministration

andα-adrenergicblockadeinJapanesemonkeys

(M.f.fuscata)InCoTIEemL･oraryPn'maEology.

S.Rondo,M.KawaiandA.Ehara(eds.)

Karger,Basel.pp.158-164.

5) 上山誼 ･岩城章 ･林韮之･大島節 (1976):サル卵

鎚排卵時のラパロスコープによる奴察,MEDICO

7(3):17-20.

6) Oshima,K.,M.Hayashi,andJ.Kato(1976):
EffectofT･ShapedprogesteronereleaslngSystem

omcontraceptiveefficacyandmenstrualregula-

rityinJapanesemonkeys.FerEih'iyandStm'll'Ly,

27;582-587.

7) Mekata.F.andW.R.Keatinge(1975):Electrical
behaviourofinnerandoutersmoothmuscleof

shccpcarotidartery.Nature,258(5535):534-

535.

学 会 発 表

1) 動脈平附筋細胞の電気的ひろがり

大沢 済･日片文夫

節46回日本動物学会 (1975)

2) Wl山脈平滑筋細胞膜の悠流作用

大沢 折･日片文夫

' 節1回動物生理シンポジウム (1975)

3) T型プロゲステロン子宮内避妊宕旨具 (UPS)のニホ

ンザル妊卒性,式休ホルモン放出パターン,月経周

期への影響について

大島 約 ･林 韮治･加藤IrBl三

節27回日本産科婦人科学総会1975年4月10日

4) サルの卵鎚,排卵時のラノヾロスコープによる観察

上山 泣 ･岩城 牽

林 韮之 ･大島 措

日本不妊学会,関東地方部会,1975月7月10日

(聖マリアンヌ病院)日本不妊学雑誌 21(1):

29-130,1976

5) サルの分娩,産柳 寺の卵管,子宮肪屯図に及ぼすプ

ロスタグランディンの影響

大由 緒 ･竹中晃子

枠EI] 位 ･柴田邦治

卯20回日本不妊学会総会,仙台市民会館,

1975年10月3日

6) ニホンザルの生誼リズムとホルモン

大島 清 ･麻生武志･富永敏朗

松林措明･林 正治

節1回日本比較内分泌学会,岐阜県市町村

会鉛,3月26-27日1976年

7) 冬期地獄谷ニホンザルの熱平衡

中山昭雄 ･掘 哲郎 ･登分布矢

原 文江･鈴木正利

卯14回El木生気象学会 (1975)

生化学研究部門

高橋健治 ･竹中 佳

景山 節 ･中村 仲

研 究 概 要

1) 蛋白質および酵素の構造,械能,進化に関する韮出

的研究

前 橋 伽 治

蛋白質および酵素の構造と機能およびその相関性と分

子進化に関する比較生化学的基髄研究を酸性プロテアー

ゼ,リボヌクレアーゼを含む数種の蟹白質について続行

している｡筋肉タンパク矧 こ関するこの種の研究の一斑

として,ウシ心筋 トロポニンCの完全一次構造 (161残

基)を決定し,他の類縁Ca結合性筋肉タンパクffとの

分子進化上の相同関係を比較した｡また,大腸菌ペプチ

ド鎖延長因子 Tuの3個の SH韮周辺の一次描出 (43

残基)を決定し,各SH基と活性の関連を論じた｡

2) 霊長甑のド-パミンβ-水酸化酵累の性状と動態
高 相 松 治

上記研究の一環として,ニホンザルの成長にともなう

血紋申ドーパミンβ一水化酸素 (DBH)活性の変化を調
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